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農林漁業金融公庫受託貸付の費用実態調査に関するプレスリリースについて 

 

今般、農林漁業金融公庫（以下「公庫」）から公庫農業資金借入者からの手数料等の費用徴収

について一部借入者への返還が生じるとの説明がありました。 

お客様にご負担をおかけしたことは遺憾であり、JA への事務指導について JA バンクとして

も公庫に協力を惜しまない所存です。 

 

 具体的には借入者から手数料等の費用徴収を禁じられている委託貸付・事務委任貸付において

公庫の調査では、銀行、信金を含む 20 金融機関中、9 の JA で過去 10 年間に不適切な徴収    

約 6百万円があった模様です。本件については JAよりお客様に対しお詫びと詳しい説明を行う

とともに速やかに返還を行います。 

 

 また転貸貸付については、手数料等実費水準の費用を徴収してもよいこととなっていますが、

今回の公庫の調査を通じて、実費水準を超えて徴収を行っていた可能性があるケースがあった 

ため、超過徴収のあったＪＡについては超過徴収部分を返還することといたしました。ちなみに

現時点で判明している費用徴収を行っていた組合は 42 組合で、過去 10 年間の徴収金額は   

約 370百万円、このうちの超過徴収部分についてお客様に返還することになります。 

 ＪＡバンクとして改めて調査を行う予定です。 

 

なお、公庫資金は農業金融のベースとなる重要な資金制度であり JAバンクとしても今後とも 

堅確な事務処理体制の構築に努力していく所存です。  
以 上 
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